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研究学園だけ見てるようじゃ無理か、 

北条にはね、目を向けないと 

〜線路が消えた町〜 

班員：大竹里奈 古賀雅矢 武市和詩 永田圭吾 中村あかり 松本悠太郎 村林航宙 

担当教員：松原康介 担当 TA：三重野馨 

 

1. 背景・目的 

 古いつくば市の地図を見たときに目立つ

筑波鉄道と特に発展していた北条町。北条地

域は筑波山神社の門前町として商店街が栄

え、周辺農村の購買力に支えられていた。ま

た筑波鉄道は地元の人々に望まれて 1918 年

から 1987 年まで運行していた。詳しく調査

したところ北条商店街における商店会員数

と店舗数からみた北条地域の最盛期と、乗客

数からみた筑波鉄道の最盛期が一致してい

る。また両者は 1965 年に最盛期を迎えたの

ち徐々に勢いを失っている。これにより我々

は北条と筑波鉄道が相互に影響したと考え、

これを調査することに決めた。筑波鉄道は地

域社会でどのような役割を果たし、地域社会

は筑波鉄道にどのような影響を与えたのか

を考察する。 

2. 調査方法 

 筑波鉄道と北条地域の最盛期が同時期だ

ったため、筑波鉄道開通期・最盛期・廃線期

の３つに分けて比較し、時代に沿って北条地

区と筑波鉄道の相互の関わりを調べる。 

 調査方法は、北条商店街のゼンリン住宅地

図、筑波鉄道の輸送量や乗客者数、人口の時

代ごとの比較である。また輸送量や乗客数と

北条の人口を比べることで、北条と筑波鉄道

の相互影響も考察する。 

3. 北条地区と筑波鉄道の変遷 

 (１) 開通期 

 ここでの開通期は、筑波鉄道開通前後の

1918 年頃を指す。 

 近代にはモノや人を運ぶ需要が北条や周

辺地域でも高まり、物流や筑波山の参拝観光

の交通手段を整備することと、 北条・筑波地

方の交通の便を図ることを目的に筑波鉄道

の敷設が計画された。しかしながら最初の発

起人は県外人のみであり、計画が思うように

進まない。そこで地元中心の動きへ変わって

いくが、施工延長を繰り返し工事開始に遅れ

が生じてしまった。このため第一次世界大戦

景気による物価高の影響を受けて、借入金の

圧迫を招き開通期の大きな苦難となる。なお、

土浦―筑波間が先行開業したものの、筑波鉄

道は開業後しばらく赤字運営が続いた。 

 筑波鉄道の目的の一つであった物流につ

いて、北条にとっては、筑波鉄道の開通は水

運から鉄道へと貨物輸送手段の転換を果た

すきっかけとなる。産業が盛んであった北条

は筑波鉄道の要所の一つであり、北条には常

陸北条駅がおかれることとなった。筑波鉄道

沿線には採石所があり、鉄道は石を運び出す

などしていたが、北条では主に北条米をはじ

めとした地域名産品を貨物として運んでい

た。 
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 なお筑波山観光の点においては、隣駅であ

る筑波駅が観光客にとって主な利用駅であ

り、また元々筑波山への観光客は北条を素通

りしていたため、筑波鉄道が開通したからと

いって北条の筑波山観光客が大きく減って

はいないと考えられる。筑波鉄道の開通で、

北条の観光について言えば大きな影響は見

られなかっただろうが、1925 年には筑波山

ケーブルカーが開業したことで筑波山観光

に拍車がかかったため、筑波鉄道全体の利用

者は増加したであろう。   

 (２) 最盛期 

 1950 年代から 1960 年代は、北条が商業力

の強さから多くの人を集める力を持ってい

た時代であり、また筑波鉄道も盛んに利用さ

れていた。以上をふまえ、1950-60 年代を最

盛期と呼ぶこととする。 

 当時の北条の商業力は強く、歩きや自転車

で山を越えてまで周囲の集落から人が買い

物に来るほどであったといい、北条へ買い物

に出かけることが、周りの農村地域にとって

はある種の娯楽であった。北条商店街におけ

る商店会員数と商店数も双方ともに 1960 年

代がピークとなっている。(図 1) 

 

図 1 北条商店街における商店会員数と商店数の推移 

筑波鉄道も 1965 年には輸送人員約 500 万

人、輸送貨物 5.５千トンを運び、周辺地域を

支える存在として活躍をしていた。北条の鉄

道利用者の詳細な統計は残っていないが、主

に土浦への通勤通学の輸送を担っていたと

され、通勤通学の足として使われていた。ま

た常陸北条駅の近くには茨城県立筑波高校

があり、他地域から北条に通学してくる際の

移動手段でもあった。それ以外にも、北条の

人々にとって筑波鉄道は思い出深い鉄道路

線であったと証言があり、「観光客が駅の構

内で落とした荷物を拾ってお礼として飴玉

をもらった」 「線路の上で遊んで駅員さんな

どに怒られたりしていた」といったエピソー

ドが挙げられている。 

 (３) 廃線期 

 1970 年代後半頃からは、モータリゼーシ

ョンや研究学園都市建設をはじめとした外

部要因が複合的に影響し、北条地区と筑波鉄

道はどちらも衰退していった。1970 年代後

半から 1980 年代前半にかけては、筑波鉄道

沿線の人口増加率が低い中で自動車保有台

数が急増した。このことは筑波鉄道の旅客量

の減少を引き起こしたと考えられる。また、

同時期には筑波山神社や北条地区の駐車場

整備が進んだり、中規模スーパーマーケット

が進出したりしたが、これはモータリゼーシ

ョンが確実に進んでいたことを示す。 

衰退の具体的な要因について、北条地区衰

退の要因、筑波鉄道衰退の要因、両者の衰退

に共通する要因について順に述べる。北条地

区衰退の要因については、購買客の流出が挙

げられる。一般家庭に自動車が普及し始める

と行動範囲の広範化によって、より遠くの場

所で買い物をすることが可能になった。これ

に加え、研究学園地区に商業施設などが整備

されたことで、北条地区で買い物をしていた

人々が研究学園地区で買い物をするように

なった。このような購買客の流出は北条地区
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にとって痛手となった。 

次に筑波鉄道衰退の要因として、鉄道によ

る貨物輸送量の減少が挙げられる。モータリ

ゼーションが進むことでトラック輸送が活

躍するようになったため、鉄道での貨物輸送

量は減少した。1970 年代に貨物輸送量は激

減し、筑波鉄道は 1981 年に貨物輸送の終焉

を迎えた。（図 2） 

     

 図 2 筑波線輸送量の推移 

最後に、両者の衰退の共通の要因として考

えられるのは、土浦の中心性としての力が弱

くなったことである。北条は江戸時代以降周

辺地域の作物、物資の集積町として栄えてき

た。集積町として同様の発展を遂げた土浦と

は強い繋がりがあったが、研究学園都市の設

置後は、地域の中心は完全に移ってしまった。

研究学園に中心が移ったことで相対的に土

浦の影響力は小さくなり、繋がりのあった北

条は衰退する要因となった。  

4. 地図比較 

 北条の移り変わりを視覚的に把握するた

めに地図比較を行った。地図比較にはゼンリ

ン地図と今昔マップの 2 つを用いた。 ゼン

リン地図は 1984 年から 2022 年にかけて 6

つの年の地図を比較した。北条の主要道路、

駅通り、つくば道の三つの道路沿いの店舗数

を業種別に数え上げることで比較数値を得

た。 全体の店舗数は年々減少している。業種

別に見ると、卸売・小売業の店舗数が大幅に

減少し、建設業が微増している。卸売・小売

業は町の機能として主要になるため、この数

値の減少は北条の町が衰退していることを

表している。建設業については具体的には板

金業、塗装業が増えている。これは建設資材

の近代化と自動車普及の影響が大きいと考

えられる。 場所ごとの数についても三ヶ所

とも減少傾向にあり、1984 年以降大きな発

展は遂げていない。 

5. 北条の課題 

 11 月 30 日の 2 度目のフィールドワークで

北条ふれあい館を訪問し、北条まちづくり振

興会の会長である坂入さんにお話を伺った。

今後北条という街がどのようになっていっ

て欲しいかという問いに対して、「未来永劫

北条という名前や商店街が残って欲しい、そ

して北条を活気ある街とするために若い人

が住み、店を開いて欲しいが外部の人々の力

も必要である」とも話していただいた。 

6. 結論 

 今回の研究を通じて北条と筑波鉄道は互

いに直接的に影響を与え合っただけではな

く、同じ外部要因によって同時期に衰退を迎

えたことが分かった。筑波鉄道は廃線となり、

北条のまちもかつての賑わいを失ってしま

った。しかしながら、筑波鉄道の廃線跡はり

んりんロードというサイクリングロードに

形を変えて残されている。また、北条の人々

の心の中に筑波鉄道は思い出として残って

いる。北条のまち、名前を残し続けて行くた

めの工夫をさらに考え続けて行く必要があ

る。 
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   11 月 30 日フィールドワークにて撮影 

7. 提案  

 北条の現状から、盛り上げるために何がで

きるかを提案する。私たちは筑波鉄道と北条

の二つに着目して研究を進めてきた。そこで、

鉄道から自転車へと交通手段が変わりそれ

を踏まえた上でどのような提案ができるか

を考えた。会長の話を踏まえ、北条外部の人

が興味を持つきっかけをつくりだす必要が

ある。 

 フィールドワークを行った際に、りんりん

ロードから北条商店街への案内が少ないよ

うに感じた。そこで、りんりんロードから北

条商店街を南北に結ぶ道路の入り口に案内

を設置することでそのままではスルーして

しまう人たちに関心を持ってもらい商店街

へ立ち寄ってもらえるように工夫すること

が必要である。さらには商店街にサイクリス

トが休憩できる空間を整備することで、より

長い時間を北条で過ごしてもらう。北条ふれ

あい館は観光客や地元の方が気軽に立ち寄

れる空間である。そうした施設をより活用す

るほか、商店街付近に存在する空き家を使っ

てこうした空間を整備することも効果的だ。 

 これらの工夫により、北条に外部の人々を

集め、北条というまちを残すきっかけを作っ

て行くことを目指す。 
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北条について｜筑波山麓北条(北条街づくりポータ

ルサイト) https://tsukuba-hojo.jp/hojo/ 

津 島 軽 便 堂 写 真 館  http://tsushima-

keibendo.a.la9.jp/tsukuba/tsukuba.html 

今昔マップ on the web:時系列地形図閲覧サイト|埼

玉大学教育学部  谷謙二（人文地理学研究室）

https://ktgis.net/kjmapw/ 
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